職場のコミュニケーションの組織マネジメント的検討 : 就業意識等の調査結果及び関連事項の先行研究の考察をとおして by 船木 幸弘 & 藤女子大学人間生活学部人間生活学科 准教授






































                                                   











































































































せること。同年 11 月 20 日から
法人Ａが調査票（原本）を回収


















11 月 09 日及び 2013 年 5 月 1 日）調査方法
布して（「何を重視しますか？」への回答は優
29 日及び 2013 年 5 月 9 日から 29 日に調査
し当方宛に郵送すること、として法人本部を通
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（２）職場に対して何を強く求
 １）職員が第一に望む職場のコ
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＜注釈＞ 
注１：調査票１～３は当該調査研究のために作成したものであると同時に、当該研究テーマに関連する学習教材  
  （コンセンサス実習など）として法人 A の組織内研修において活用された。 
注２：図 3-2 では（巻末資料；NTTd は複数回答可、法人Ａの調査では項目の全てに順位づけする 
  としたので、上位 2 位まで項目ごとの集計値は用いた）結果を比較できるようを作成した。 
注３：規範とは、グループや組織に認められ、そのメンバーが従うことを要請される判断、態度、行動などの 
   基準や枠組みで、そのグループや組織に固有の規則、慣習、制度、伝統などが含まれる。（吉森（1995）「集 
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して何を求めるか？」合計 1 位～3位(2位) 
理解しようとする」35.7 18.4 17.3= 71.4% (5
を蜜にとる」17.3 21.4 17.3= 56.0% (38.7%)
る」17.3 12.2 13.3= 42.8 % (29.5%) 
チングを行う」14.3 12.2 19.4 = 45.9 % (26.
」6.1 17.3 18.4 = 41.8 % (23.4%)  
して何を求めるか？」合計 1位～3位(2位) 
理解しようとする」29.2 33.3 8.3= 70.8% (
チングを行う」16.7 25 25= 66.7% (41.7%) 
を蜜にとる」4.2 25 8.3=37.5% (29.2%) 

























         人を育てる風土があること 
 
 
        各自が余裕をもって仕事に取り組んでいること 
 
 
        仕事上の役割や責任が明確であること 
 
 
        信頼でき、頼もしい上司がいること 
 
 
        自分を理解してくれる同僚や部下がいること 
 
 
        職場の雰囲気がよい／コミュニケーションが良好であること 
 
 
     仕事をする環境や体制が十分に整っていること 
  










   高い方だと思う       どちらともいえない     低い方だと思う 
 
Ｑ：現在の法人（組織）における、あなたの評価（査定結果）はどのレベルですか？ 












    能力が高く、人間的に魅力があること 
 
      同僚（部下）とのコミュニケーションを密にとること 
 
      同僚（部下）の立場や状況を理解しようとすること 
 
      同僚（部下）の成果や業績を正当に評価すること 
 
      同僚（部下）に対する育成指導・コーチングをしっかり行うこと 
 
      業務の目標設定や評価のフィードバックを適正に行うこと 
 
      最上部の上司に対して交渉力を持つこと 
  





















    能力が高く、人間的に魅力があること 
 
 
      同僚（部下）とのコミュニケーションを密にとること 
 
 
      同僚（部下）の立場や状況を理解しようとすること 
 
 
      同僚（部下）の成果や業績を正当に評価すること 
 
 
      同僚（部下）に対する育成指導・コーチングをしっかり行うこと 
 
 
      業務の目標設定や評価のフィードバックを適正に行うこと 
 
 
      その上の上司（最上級幹部）に対して交渉力を持つこと 
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